
新型コロナ禍で迎える3度目の新年でしたね。私たちの生きていく社会と暮
らしの行く末、これからどうなっていくのか、特に、私は「子どもの育ち」と
マスクの心身への影響を気にしています。

市議会でも感染症対策が続き、未だに傍聴席がオープンにはできず、市民の
方より、疑問の声も上がっています。他市ではすでに傍聴者を受け入れ、市民
との意見交換会なども実施し、市議会活動を可視化するための取組みを再開し
ています。多摩市議会ではインターネットによる配信なども実施していますが、
やはり、リアルに見聞きするのとは違うという声も聴いています。

オンライン会議など技術にも支えられ、新たな活動展開も可能だと思います
が、私はリアルに対面で意見交換してこそ、深まることもあるのではないかと
考えます。議会が市民と対話する機会を取り戻していきたいものです。

いよいよ、4年間の任期最後の定例会を3月に迎えます。自分自身の活動の

総括もしつつ、備えていこうと思います。本年もどうぞよろしくお願いい
たします。
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☎：042-371-0763
いたずら、迷惑電話が多く、留守番電話専用にしています。
お名前、ご用件と希望する連絡先等をお願いいたします。
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公平公正な姿勢！
市民全体に向けた活動を心がけ、

個人後援会はつくりません。

政策づくりが議員の仕事！
議員としての専門性を磨き、
市民の自治力の向上をバックアップします。

話し合いが大切！
意見の違いは粘り強く議論をつづけることで、
「第3の道」を見つける努力をします。
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政党や特定団体の支援を一切受けず完全無所属で活動中

1977年 兵庫県神戸市生まれ 1989年 北諏訪小学校卒
1992年 桐朋女子中学校卒
1995年 桐朋女子高等学校（普通科）卒
1999年 中央大学法学部政治学科卒
1999年～2002年

中小企業金融公庫（今の日本政策金融公庫）勤務
2006年 明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科修了

（公共政策学修士）
2002年4月 多摩市議会議員補欠選挙初当選
現在6期21年目 諏訪2丁目在住 家族/娘18歳

2002年～2007年 多摩生活者ネットワーク所属
2007年～ 民主党→民進党に所属
2017年12月に離党して以来、政党には所属していません。
「諦めなければ大丈夫！」をモットーに活動しています！

して活動している方にお話を伺うと、
志、意識も高く、地域の中で奮闘さ
れていることがわかります。また、
高年齢層の高齢者の増加に伴い、身
近な場での参加希望が増えていると
も伺っています。これからのことを
考えると、ますます需要が高まるよ
うにも思いますし、今のような手法
で、「介護予防リーダー」の育成を

進めていても、追いつかない可能性
が大きいのではないでしょうか。

改めて、「介護予防リーダー」の
育成やその在り方を再考し、ボラン
ティアで気軽に関われるような手法
の工夫、支援策等、問題提起してい

きたいと思います。

ご意見やご感想など、お待ちしています。

PROFILE

私のつぶやき・・・

●多摩市議会には26人の議員がいるの
で一方的に自分の主張するだけでなく、
よりよく議論し、政策の対案を議会と
して打ち出していくことが、期待され
ている議会の姿ではないか考えてきま
した。そして、何よりも「風通しのい
い環境」…そのための対話、コミュニ
ケーション力こそが大事かなと痛感し
ています。

●私は「未来を担う子ども優先」を掲
げながら、政策づくりに取り組んでき
ました。そして、地球温暖化対策をは
じめ、そもそも私たちの生きる基盤で
ある地球環境を守ることも優先的に取
り組むべき事項だと考えています。
最近は「健幸都市の実現」のために

は「未病」の視点を取り入れるべきで
はないかと思って、勉強中です。

多摩センターの品
格を守ってくれて
いた京王プラザホ
テル多摩。

撤退は本当に残念
で痛手です。
ホテルのロビーに
て、感謝の気持ち
で写真撮影してみ
ました。

一人ひとりの
より良い
「介護予防」を
広げていきたい。

今月のテーマ



これからも「健康寿命」を守ること
のできるまちづくりのために、条件
を整え、後押しをしていく。

人口減少、そして超高齢社会は多
摩市のみならず、国全体の課題とも
言えますが、やはり、地域ごとに住
民の状況を捉え、対応していくこと
が何より求められると言えます。

多摩市の高齢化率も毎年上昇して
おり、とうとう65歳以上老年人口
は過去最高、高齢化率も40％を超
える地域もあり、30％に届くのも
時間の問題です。統計上では「65
歳以上老年人口」高齢者ですが、多
摩市の高齢者のみなさまはお達者な
方が多く、健康寿命も都内ではトッ
プクラス。

※健康寿命とは「健康上の問題で日常生活
が制限されることなく生活できる期間」の
こと

このことは多摩市の高齢者の皆さ
んの健康に対する意識の高さを物
語っていると思います。介護を必要
とせず、自立した生活を送りたいと
考え、日頃からご自身の健康づくり
に取り組まれている方が多いと捉え
ています。

しかし、これから、多摩市でも
75歳以上の人口が増えていく時代
となり、従来の取組みを見つめ直し、
工夫することが求められるように
思っています。

「介護予防リーダー」の育成とその
活用は進んでいるか。

なかでも、多摩市が取り組んでき
た「介護予防リーダーの育成」は、
どこまで進んできたのでしょうか。

介護予防リーダーは、地域介護予
防教室や自主グループ活動などを通
じ、介護予防活動を主体的に行うボ
ランティアとされています。２013
年度から取組みが始まり、高齢支援
課によれば現在までに合計172名の
介護予防リーダーが誕生しています。
ただ、介護予防リーダーとして活動
するかどうかは、あくまでも個人の
意思に委ねられているため、本来、
期待されている活動が展開され、多
摩市のめざす「住み慣れた地域でい
きいきと暮らしていくための高齢者
に寄り添た取組み」が推進されてい
るのか疑問が残ります。

「介護予防リーダー」の育成にかけ
てきた費用の話し。

実際に、介護予防リーダーの育成
には東京都健康長寿医療センターに
委託し、毎年約500万円（2020年
度実績ベース525万5928円）の費
用を支出してきました。10年間を
考えると約6千万円にのぼり、そし
てまた、介護予防リーダーを一人育
成するためにも約30万円ほどを投
じている計算となります。

現在、市内の地域介護予防教室は
17か所しかありません。もちろん、
介護予防教室以外で健康づくりをさ
れているかたも多くいらっしゃいま
す。とは言え、介護予防教室の対
象者を70歳以上の市民と考えても、
その数は3万4987人（2022年12
月現在）であり、圧倒的に不足して
いるような気がします。地域介護予
防教室では複数の介護予防リーダー
の方が活躍していますし、「介護予
防リーダー」の方はそれ以外の場で
も活躍されていると伺っています。

しかし、「地域介護予防教室」と
して活動している方の実数は半分以
下であり、こうした状況にあり、今
後もこの形式で「介護予防リー
ダー」の育成を継続していくのかど
うか、増加する高齢者人口に見合う
必要な介護リーダーの養成数、実質
活動人数や質の向上なども含めて、
改めて検証が求められるように思い
ます。

ボランティアにどこまで委ねてい
くか。「介護予防」をもっと、より
良く広げるために。

さて、「介護予防リーダー」の育
成は市が地域で普及を進めている
「元気アップ体操」の講習も行われ
ますが、座学が中心であり、実践に
つながる役立つ内容になっているの
か検証も必要との声も聞こえてきま
す。高齢支援課では地域での活動を
フォローしているとはいえ、もっと、

理学療法士、介護福祉士など専門的
見地から、介護予防に助言を受ける
ことのできる体制充実も必要との指
摘もあります。これからは、「軽い
うちに異常を見つけ、病気を予防す
る」という考え方に立った介護予防
の質の向上をめざし、専門職がさら
にバックアップする体制を整える視
点が大事であり、そのことが、市民
のためのより良い介護環境につなが
るのではないかと感じています。

地域にある大学との連携なども
視野に入れることができないのか。

専門職が関わるとなると、どうい
う仕組みで実施していくかが課題に
なります。今でも忙しい地域包括支
援センターとの連携強化もますます
必要になるかもしれませんが、実際
にどこまで担えるかなど、具体的な
調整が求められると思います。また、
「スポーツ・健康・医療」の関連学
部がある国士舘大学や東京医療学院
大学との連携を深めながら、取り組
んでいくことも可能かもしれません
が、大学といかに連携できるのか、
市の構想、企画力も問われます。
いずれにせよ、今以上に、もっと

市民のために有効な取り組みに進化
させていくことが必要です。

もっと気軽に地域に関わり、活動
できるように「介護予防リーダー」
の育成はできないのか。

実際に、「介護予防リーダー」と
（裏面に続く）

多摩市の高齢化のスピードは日本一、つまり、世界最速とも言われています。今後、団塊の
世代が後期高齢者へ。「介護予防」をますます重視したまちづくりが求められます。

一人ひとりのより良い「介護予防」を広げていきたい。

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

総人口（人） 148,293 148,724 148,745 148,823 148,479 147,528

うち65歳以上
（老年人口）

40,101 41,133 41,837 42,343 42,863 43,036

高齢化率（％） 27.04 27.66 28.13 28.45 28.87 29.17

多摩市の人口状況
各年1月1日現在
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